
再
エ
ネ
町
民
講
座
の
開
催
内
容

町
民
講
座
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
地
域
内

の
資
源
を
活
用
し
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
資
源
と
資
金
を
地
域
内
で
循
環
す
る
こ

と
に
よ
る
産
業
の
継
続
と
雇
用
の
拡
大
、
豊
か

な
地
域
社
会
を
作
り
出
す
施
策
に
つ
い
て
、
共

有
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
岡
山
県
西
粟
倉
村
の
先
進
事
例
に

つ
い
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演

終
了
後
は
、
講
演
内
容
に
つ
い
て
参
加
者
と

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

講
演

「
百
年
の
森
林
事
業
」
西
粟
倉
村

の
地
域
創
生
プ
ラ
ン
策
定
事
業

岡
山
県
西
粟
倉
（
に

し
あ
わ
く
ら
）
村

産
業
観
光
課
長

上
山

隆
浩

氏

《
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》
1
9
6
0
年
生
ま
れ
、
同
村
出

身
。
2
0
0
8
年
４
月
現
職
。
西
粟
倉
村
内
の
地

域
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
地
域
活
性
化
に
取
り
組

む
。「
百
年
の
森
林
構
想
」
の
推
進
や
「
環
境
モ
デ

ル
都
市
構
想
」「
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
」
を

掲
げ
、
小
水
力
発
電
事
業
の
収
益
を
新
た
な
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
再
投

資
す
る
こ
と
で
村
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た

な
地
域
経
営
モ
デ
ル
の
構
築
と
魅
力
あ
る
中
山
間

地
の
将
来
像
を
提
示
し
た
い
と
考
え
、
実
現
に
向
け

力
を
注
い
で
い
る
。偐
通
称
・
ス
ー
パ
ー
公
務
員
做。

～
西
粟
倉
村
は
～

岡
山
県
の
最
北
東
端
に
位
置
し
、
兵
庫
県
、

鳥
取
県
と
境
を
接
す
る
。
人
口
1
5
0
5
人
、

高
齢
化
率

％
、
面
積

・

挨
で
、
約

％

35

57

95

95

が
山
林
、
そ
の
内
約

％
を
杉
や
檜
な
ど
の
人

85

工
林
が
占
め
て
い
る
。
森
林
を
活
用
し
て
、
低

炭
素
で
環
境
に
や
さ
し
く
、
魅
力
的
な
中
山
間

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

～
森
林
を
軸
と
し
た
地
域
活
性
化
の
試
み
の
背

景
～平

成

年
8
月
、
近
隣
地
域
と
の
合
併
協
議

16

会
を
住
民
投
票
の
結
果
に
基
づ
き
離
脱
、
そ
れ

以
来
、
村
面
積
の
大
半
を
占
め
る
森
林
を
軸
と

し
た
地
域
活
性
化
を
通
じ
て
、
小
規
模
自
治
体

と
し
て
の
生
き
残
り
を
模
索
し
て
き
た
。
平
成

年
に
環
境
モ
デ
ル
都
市
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

25～
百
年
の
森
林
構
想
着
想
～

平
成

年
度
か
ら
樹
齢
百
年
の
美
し
い
森
林

20

に
囲
ま
れ
た
「
上
質
な
田
舎
」
を
つ
く
ろ
う
と
、

昭
和

年
頃
植
栽
さ
れ
、
そ
の
後
の
林
業
不
況

40

に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
な
い
森
林
を
村
が
所
有

者
と
、「
長
期
施
業
管
理
に
関
す
る
契
約
」
を
結

び
、
森
林
を
預
か
っ
て
「
百
年
」
管
理
整
備
す

る
こ
と
と
し
た
。
契
約
者
6
9
1
人
、
面
積
1

3
4
7
佐
（
目
標
3
0
0
0
佐
）。

～
百
年
の
森
林
事
業
に
よ
る
活
性
化
～

適
正
な
森
林
管
理
を
行
う
こ
と
で
、
木
材
の

安
定
供
給
が
可
能
と
な
り
、
所
有
者
・
村
・
森

林
組
合
が
施
業
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
概
要

図
に
あ
る
よ
う
な
森
林
管
理
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
、
木
材
加
工
流
通
事
業
、
地
域
熱
供
給
会
社

な
ど
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
関
わ
り
、
地
域
内
循

環
に
よ
る
活
性
化
が
図
ら
れ
た
。

～
木
材
の
活
用
シ
ス
テ
ム
構
築
～

間
伐
材
は
、
A
・
B
材
は
域
外
の
原
木
市
場
に

安
く
出
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
流
通
コ
ス
ト
の

削
減
、
需
要
に
合
わ
せ
た
販
売
が
可
能
と
な
り

地
域
内
の
製
材
工
場
へ
販
売
す
る
。
C
材
は
未

利
用
材
と
し
て
放
置
さ
れ
て
い
た
が
、
積
極
的

に
搬
出
し
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
価
値
を
見
出
し
た
。

～
未
利
用
材
搬
出
シ
ス
テ
ム
（
木
の
駅
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）
～

置
き
去
り
に
し
て
あ
る
間
伐
材
（
＝
オ
ニ
）

『
つ
べ
つ
の
森
林
』
が
も
た
ら
す

も

り

豊
か
な
地
域
社
会
を
目
指
し
て
！

平
成

年
3
月
に
策
定
し
ま
し
た
「
津
別
町
モ
デ
ル
地
域
創
生
プ
ラ
ン
」
に

28

基
づ
き
、
津
別
町
の
森
林
資
源
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
を

検
討
す
る
「
第
１
回
町
民
講
座
」
を
、
9
月

日
（
火
）
に
津
別
町
林
業
研
修

20

会
館
集
会
室
で
町
民
な
ど

名
の
参
加
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

43

▲再エネ町民講座の開催状況

ల
⃷
ٝ

町
民
講
座

を
村
落
エ
ナ
ジ
ー
㈱
が
指
定
し
た
収
集
場
所
ま

で
山
主
が
運
ん
で
く
る
と
、「
オ
ニ
券
」
で
運
搬

料
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※
「
オ
ニ
券
」
は
協
力
商
店
で
買
い
物
の
際
に

利
用
で
き
ま
す
。

～
地
域
お
こ
し
協
力
隊

名
活
動
～

24

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
百
年
の
森
林
構
想

に
夢
を
託
し
た
人
を
採
用
。
起
業
予
備
軍
と
し

て
活
動
し
て
い
る
。
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
は

社
、
雇
用
創
出
1
1
7
名
と
な
っ
て
い
る
。

13

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
進
行
）

顧
N
E
R
C
（
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン

タ
ー
）
代
表
取
締
役
セ

ン
タ
ー
長
・
工
学
博
士

大
友

詔
雄

氏

《
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》
第
1
回
勉
強
会
で
ご
講
演
、
広
報

7
月
号
に
詳
細
掲
載
。

会
場
の
参
加
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
質
問
表
に

基
づ
き
、
大
友
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な

り
、
講
師
の
上
山
氏
、
J
E
M
A
I
壁
谷
氏
と

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
意
見
交
換
）
を
行
い
ま

し
た
。
主
な
質
問
は
、

臼
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
判
断
・
ア
イ
デ
ィ

ア
は
誰
が
発
案
し
、
進
め
て
い
る
か
。

渦
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
住
宅
確
保
に
つ
い
て
。

嘘
薪
ボ
イ
ラ
ー
を
活
用
し
て
い
る
主
な
要
因
は
。

唄
林
地
未
利
用
材
だ
け
の
燃
料
供
給
な
の
か
。

欝
上
質
な
田
舎
と
は
。

〈
上
山
課
長
の
答
え
〉

臼
起
業
で
成
功
し
た
講
師
に
提
案
し
て
頂
き
一

緒
に
も
ん
で
行
く
。
協
力
隊
は
4
年
後
の
独

立
に
向
け
て
準
備
す
る
。
行
政
は
出
な
い
。

村
長
決
裁
も
要
ら
な
い
。
3
年
間
は
国
か
ら

資
金
が
出
る
の
で
、
か
け
て
み
る
価
値
が
十

分
に
あ
る
。

渦
空
き
家
に
は
限
界
が
あ
り
、
現
在
は
ロ
ー
カ

ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
家
を
建
て
、
村
が
購
入
し
、

管
理
し
て
も
ら
う
B
T
O
方
式
。

嘘
チ
ッ
プ
は
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
が
高
く
、
薪

は
薪
割
機
と
土
場
代
で
コ
ス
ト
は
５
０
０
万

円
位
で
始
め
ら
れ
る
。

唄
熱
供
給
関
係
で
未
利
用
材
（
間
伐
材
）
5
6

0
根
の
量
で
、
北
海
道
の
寒
冷
地
暖
房
の
使

用
と
は
桁
が
違
う
。
林
地
未
利
用
材
（
端
材
）

で
採
算
を
取
る
の
は
難
し
い
。

欝
都
会
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
取
り
入
れ
た
地
域
と

し
て
生
き
て
い
く
と
い
う
意
見
。
環
境
・
安

全
・
レ
ジ
デ
ン
ス
を
担
保
さ
れ
な
が
ら
、
文
化

性
の
あ
る
地
域
づ
く
り
。

と
、
丁
寧
に
回
答
い
た
だ
い
た
。

〈
J
E
M
A
I

壁
谷
氏
か
ら
の
意
見
〉

西
粟
倉
村
の
す
ご
さ
は
人
材
を
村
外
の
人
も

含
め
て
ど
ん
ど
ん
巻
き
込
み
、
だ
ま
さ
れ
な
い

目
利
き
の
方
が
地
元
を
理
解
し
た
結
果
に
あ
る
。

川
上
・
川
中
・
川
下
の
大
き
な
循
環
が
で
き
て

い
る
。

目
指
し
て
い
る
の
は
地
域
の
新
し
い
産
業
で

あ
り
、
既
存
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
更
な
る
発
展
を

し
て
い
く
自
覚
。
こ
こ
に
付
加
価
値
を
置
き
、

投
資
し
た
お
金
を
回
収
。
力
強
い
地
域
の
大
き

な
つ
な
が
り
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
に
つ
な
が
っ

た
。
と
、
現

場

か
ら
の
コ
メ
ン

ト
を
頂
い
た
。

終
了
予
定
時

間
を
延
長
し
、

「
津
別
町
モ
デ
ル

地
域
創
生
プ
ラ

ン
」実
施
に
向
け

大
変
意
義
の
あ

る
講
座
と
な
り

ま
し
た
。

問い合わせ先 産業振興課 林政・再生可能エネルギー推進グループ 緯76－２１５１（内線３１８）

▲

上
山
課
長(

左)

と
壁
谷
氏(

右)


